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国
史
跡
紫し

香が

楽ら
き
の

宮み
や

跡あ
と

の
北
方
に
位
置
す
る
東

ひ
が
し

山や
ま

遺い

跡せ
き

（
信
楽
町
黄
瀬
）
の
発
掘
調
査
で
、
４
列
に

並
ん
だ
計
33
カ
所
の
柱
穴
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
規
模
や
立
地
か
ら
、
か
な
り
の
大
型
の
建
物

跡
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
紫
香
楽
宮
に
関
連

す
る
主
要
な
施
設
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

紫
香
楽
宮
と
は

　

紫
香
楽
宮
は
、
今
か
ら
約
１
２
７
０

年
前
の
奈
良
時
代
の
中
頃
、
信
楽
町
の

北
部
に
聖し

ょ
う

武む

天て
ん

皇の
う

が
造
営
し
た
都
で
す
。

し
か
し
、
相
次
ぐ
山
火
事
や
長
期
間
に

及
ぶ
地
震
の
発
生
に
よ
り
、
宮き

ゅ
う

都と

の
造

営
と
大
仏
造
立
を
あ
き
ら
め
、
聖
武
天

皇
は
平へ

い

城じ
ょ
う

宮き
ゅ
う

へ
戻
っ
て
い
き
ま
す
。

紫
香
楽
宮
と
周
辺
の
遺
跡

　

紫
香
楽
宮
跡
は
、
紫
香
楽
宮
や
甲こ

う

賀か

寺で
ら

に
関
連
す
る
遺
跡
群
の
こ
と
で
、
５

地
区
（
宮き

ゅ
う

殿で
ん

跡あ
と

（
宮み

や

町ま
ち

地ち

区く

）、
新し

ん

宮ぐ
う

神じ
ん

社じ
ゃ

地ち

区く

、
鍛か

冶じ

屋や

敷し
き

地ち

区く

、
北き

た

黄き
の

瀬せ

地ち

区く

、
寺じ

院い
ん

跡あ
と

（
内だ

い

裏り

野の

地ち

区く

））
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
15
年
に
寺
院
跡
（
内
裏
野
地
区
）

が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、

追
加
指
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

紫
香
楽
宮
跡
の
周
辺
に
は
、
他
に
も

東
山
遺
跡
、
東ひ

が
し

出で

遺い

跡せ
き

、
紫し

香が

楽ら
き
の
み
や宮
東ひ

が
し

遺い

跡せ
き

、
雲く

も

井い

遺い

跡せ
き

が
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
東
山
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
１
棟
の
建
物
は
、
南

北
約
27
ｍ
以
上
、
東
西
約
15
・
３
ｍ
で
、
東
西
両
側
に

廂ひ
さ
し

を
も
つ
南
北
に
長
い
南な

ん

北ぼ
く

棟と
う

で
す
。
た
だ
し
、
調
査

区
内
で
は
建
物
の
両
端
は
確
認
で
き
ず
、
さ
ら
に
延
び

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。　

　

建
物
の
幅
は
、
こ
れ
ま
で
に
紫
香
楽
宮
跡
（
宮
殿
跡　

宮
町
地
区
）
の
中
枢
部
で
見
つ
か
っ
て
い
る
建
物
の
中

で
も
最
大
で
す
。

　

建
物
の
柱は

し
ら

間ま

は
、
南
北
が
い
ず
れ
も
約
３
ｍ
で
統
一

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
西
は
身も

舎や

が
約
６
ｍ
、
西
側
の

廂ひ
さ
し

（
西に

し

廂び
さ
し

）
が
約
4.8
ｍ
、
東
側
の
廂
（
東ひ

が
し

廂び
さ
し

）
が
約
4.5

ｍ
と
な
り
、
非
常
に
広
い
廂
を
も
つ
の
が
特
徴
的
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
廂
の
広
い
建
物
は
、
こ
れ
ま
で
の
紫
香

楽
宮
に
関
連
す
る
調
査
で
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
床
を
支
え
る
束つ

か

柱ば
し
ら

と
考
え
ら
れ
る
痕
跡
も
み

ら
れ
、
こ
の
大
型
建
物
は
広
い
廂
を
持
ち
、
全
面
に
床

を
張
っ
た
非
常
に
珍
し
い
構
造
の
建
物
で
あ
っ
た
と
想

定
さ
れ
ま
す
。

紫
香
楽
宮
関
係
年
表

⃝

天
平
14
年（
７
４
２
年
）8
月

紫
香
楽
宮
の
造
営
開
始

⃝

天
平
15
年（
７
４
３
年
）10
月

大
仏
造ぞ

う

立り
ゅ
う

の
詔

み
こ
と
の
り（

命
令
）が
出

さ
れ
、
大
仏
を
安
置
す
る
甲

賀
寺
の
造
営
が
開
始

⃝

天
平
16
年（
７
４
４
年
）11
月

大
仏
の
体た

い

骨こ
っ

柱ち
ゅ
う（

芯し
ん

柱ば
し
ら

）が
立

て
ら
れ
、
聖
武
天
皇
が
自
ら

綱
を
引
く

⃝

天
平
17
年（
７
４
５
年
）元
旦

紫
香
楽
宮
が
正
式
な
都
へ

⃝

天
平
17
年（
７
４
５
年
）５
月

聖
武
天
皇
、
平
城
宮
へ
戻
る

都
の
移
り
変
わ
り

７
１
０
年 

平
城
宮

　
　

⬇

７
４
０
年 

恭
仁
宮

　
　

⬇

７
４
４
年 

難
波
宮

　
　

⬇

７
４
５
年 

紫
香
楽
宮

　
　

⬇

７
４
５
年 

平
城
宮

　
　

⬇

７
８
４
年 

長
岡
宮

　
　

⬇

７
９
４
年 

平
安
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紫し

香が

楽ら
き
の

宮み
や

に
関
連
す
る
大
型
の

　
　
　

掘ほ
っ

立た
て

柱ば
し
ら

建
物
跡
見
つ
か
る

紫
香
楽
宮
跡
っ
て
ど
ん
な
遺
跡
？

発
見
さ
れ
た
大
型
建
物

　

今
回
の
調
査
で
は
遺
物
が
１
点
も
出
土
し
て
い
な

い
た
め
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
確
定

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
見
つ
か
っ
た
大
型
建
物
の
柱
穴
は
、
紫

香
楽
宮
の
中
枢
部
で
発
見
さ
れ
て
い
る
中
心
建
物
群

の
柱
穴
の
規
模
に
匹
敵
す
る
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
次
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①�

正
式
な
都
と
な
る
前
の
離
宮
段
階
の
紫
香
楽
宮

の
一
部

②�

大
仏
の
体た

い

骨こ
っ

柱ち
ゅ
う

を
建
て
る
儀
式
に
関
連
し
た
天

皇
の
臨
時
滞
在
施
設

③
大
仏
造
立
と
甲
賀
寺
建
設
を
担
当
し
た
役
所

④�

大
仏
造
立
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
甲
賀
寺
の
一
部

建
物
に
は
４
つ
の
可
能
性
が

　

今
回
の
調
査
地
の
周
辺
に
は
紫
香
楽
宮
に
関
連
す
る
重
要

な
遺
跡
が
点
在
し
て
お
り
、
東
山
遺
跡
は
こ
れ
ま
で
調
査
が

あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
さ
に
、
紫
香
楽
宮

の
空
白
地
帯
と
な
っ
て
い
た
場
所
で
す
。

　

そ
の
場
所
で
宮

殿
中
枢
部
に
匹
敵

す
る
よ
う
な
大
型

建
物
が
確
認
さ
れ

た
と
い
う
事
実
は
、

今
後
、
紫
香
楽
宮

の
全
容
を
解
明
す

る
た
め
に
重
要
な

資
料
と
な
り
ま
す
。

紫
香
楽
宮
全
容
解
明
の 

 

重
要
な
資
料
に

▲建物の柱と束柱（断面）

▲空から見た紫香楽宮跡
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建物を建てる
ための柱の
痕跡

床を支えるための
束柱の痕跡

▲発掘調査で見つかった大型建物跡
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建物の構造模式図


